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（１）吉田町公共下水道事業の概要

3/33

◯本町の公共下水道事業は、平成2年1月に事業認可を
取得し、下水道整備に着手しました。平成7年3月に
は、吉田浄化センターの供用を開始しました。

◯供用区域は約316.7ha（全体計画区域約379.0haに対
する整備率は約83.6％：令和6年度末）となってお
り、令和7年度までに汚水管きょ整備は完了する見
込みです。

吉田浄化センター

公共下水道区域

（約379.0ha）

【施設概要】※令和6年度末

◯下水処理場：1か所（吉田浄化センター）

処理能力：3,200m3/日

水処理：標準活性汚泥法、汚泥処理：濃縮・脱水

◯マンホールポンプ：6か所

◯管きょ延長：約81km
図 吉田町公共下水道区域図
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（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題～業務執行体制【人】～

◯本町の公共下水道事業は、平成28年度より水道課と下水道課が統合された組織であ
る上下水道課により運営されています。

◯公共下水道事業を担当する職員は、下水道業務部門3名と下水道工務部門3名の計6
名となっています（令和7年度現在）。

◯今後、ストックマネジメント計画に基づく改築事業の増加が見込まれますが、工事
を担当できる職員が少ない状況であり、職員の技術継承のための人材育成が必要な
状況となっています。

図 吉田町公共下水道事業 組織体制図

水道業務部門

水道工務部門

下水道業務部門

下水道工務部門

上下水道課

吉田町
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（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題～業務執行体制【人】～

◯ ウォーターPPPの対象となり得る業務範囲である下水道工務部門における従業割合の高い業務
は「管路の設計（直営・委託）に関する事項（15.0％）」、「施設の設計（直営・委託）に関
する事項（10.0％）」、「管路の工事監理に関する事項（10.0％）」、「管路の維持管理に関
する事項（10.0％）」となっています。

図 ABCアンケート調査結果

ウォーターPPPの対象となり得る

業務範囲

出典：令和６年度下水道分野におけるウォーターPPP 等の案件形成に向けた方策検討業務（その2）

建設改良（4条） 維持管理（3条）
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（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題～資産状況【モノ】～

◯本町が保有する下水道施設は、下水処理場1か所（吉田浄化センター）、マンホー
ルポンプ施設6か所、汚水管きょ約81kmです（令和6年度末）。

【下水道施設の状況】

項目 内容

名称 吉田浄化センター

位置 静岡県榛原郡吉田町大字住吉字浜河原

放流先 坂口谷川

処理能力
（m3/日）

全体計画 15,200

事業計画 7,300

現有 3,200

日平均流入水量（m3/日） 2,837（令和6年度末）

排除方式 分流式

処理方式
水処理 標準活性汚泥法

汚泥処理 濃縮・脱水

供用開始 平成7年3月

表 吉田浄化センターの概要

図 吉田浄化センター 一般平面図

出典：令和６年度下水道分野におけるウォーターPPP 等の案件形成に向けた方策検討業務（その2）
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（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題～資産状況【モノ】～

出典：令和６年度下水道分野におけるウォーターPPP 等の案件形成に向けた方策検討業務（その2）

表 マンホールポンプ施設一覧

図 マンホールポンプ施設 位置図

No. ポンプ場名称 所在地 型式 仕様 台数 設置年度

1 住吉1号マンホールポンプ場 吉田町住吉3281-1地先
KS-VG1007AA
KS-VO1007GA

φ100×1.44㎥/min×10.4m×7.5kW
φ100×1.44㎥/min×10.4m×7.5kW

2台 平成6年度

2 住吉2号マンホールポンプ場 吉田町住吉2654-1地先
KS-VG802AA
KS-VG802AA

φ80×0.4㎥/min×5.6m×2.2kW
φ80×0.4㎥/min×5.6m×2.2kW

2台 平成8年度

3 住吉3号マンホールポンプ場 吉田町住吉1867-1地先
KS-N6507AA
KS-N6507AA

φ65×0.181㎥/min×4.7m×0.75kW
φ65×0.181㎥/min×4.7m×0.75kW

2台 平成25年度

4 川尻1号マンホールポンプ場 吉田町川尻3049-87地先
KS-SP152AA
KS-SP152AA

φ150×15kw×4P×200V
φ150×15kw×4P×200V

2台 平成11年度

5 川尻2号マンホールポンプ場 吉田町川尻2799-4地先
KS-VG 803AA
KS-VG 803AA

φ80×0.72㎥/min×8.1m×3.7kW
φ80×0.72㎥/min×8.1m×3.7kW

2台 平成17年度

6 川尻3号マンホールポンプ場 吉田町川尻2378-5地先
KS-N6507AA
KS-N6507AA

φ65×0.181㎥/min×4.7m×0.75kW
φ65×0.181㎥/min×4.7m×0.75kW

2台 平成27年度
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（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題～資産状況【モノ】～

◯本町では、供用開始以来、吉田浄化センター及びマンホールポンプ施設の長期継続
契約（5か年）を採用しています（地方自治法第234条の3）。

出典：令和６年度下水道分野におけるウォーターPPP 等の案件形成に向けた方策検討業務（その2）

【維持管理の状況】

表 長期継続契約の内容（1/2）

項目 内容

業務名 吉田浄化センター及び汚水幹線マンホール内ポンプ維持管理等業務委託

受託者 クボタ環境エンジニアリング株式会社

委託期間 令和5年4月1日～令和10年3月31日（5か年）

業務内容
吉田浄化センター
維持管理業務

(1)水処理施設及び汚泥処理施設の運転及び監視
(2)水処理施設及び汚泥処理施設の保守点検、清掃及び調査
(3)点検結果等の電子入力 (4)運転操作に必要な水質試験及び汚泥試験
(5)凝集剤、塩素剤ほか薬品調達業務 (6)脱水ケーキ搬出補助業務 (7)施設環境整備
(8)簡易な修理 (9)各施設の保安、防火及び清掃
(10)法定点検(消防法関係点検、電動ホイストクレーン点検、受水槽の定期清掃業務)
(11)業務日報の記録及び報告 (12)業務月報のとりまとめ及び報告
(13)異常・故障等が確認された際の故障報告書及び写真の提出
(14)業務手順書（運転操作マニュアル、保守点検マニュアル、水質試験マニュアル、緊急対応マニュアル
等）の作成
(15)事務業務（施設の清掃・清潔、物品の整理・整頓） (16)見学者対応
(17)発注者の実施する調査、工事への協力 (18)施設の問題点や改良点などを整理し、発注者へ報告
(19)本業務に必要な範囲内での施設、設備及び備品の使用並びに管理
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（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題～資産状況【モノ】～

出典：令和６年度下水道分野におけるウォーターPPP 等の案件形成に向けた方策検討業務（その2）

表 長期継続契約の内容（2/2）

項目 内容

業務内容

汚水幹線
マンホール内ポンプ
巡回点検業務

(1)機器の運転確認
(2)機器の点検検査(相電流測定、電圧測定、絶縁抵抗測定
(3)通報装置の試験
(4)敷地周辺の除草
(5)機器点検記録表の作成
(6)異常・故障等が確認された際の故障報告書及び写真の提出
※水中汚水ポンプの引揚点検業務、水中汚水ポンプ及びポンプ制御盤の修繕整備業務、マンホール内のし
さ・沈砂等の搬出業務は別途とする。

汚水幹線
マンホール内ポンプ
定期点検業務

(1)マンホールの蓋及び周辺道路の確認
(2)マンホール蓋の開閉状況の確認
(3)マンホール内部の作業環境測定(酸素濃度・硫化水素濃度等)
(4)マンホールの内部点検(マンホール壁面、管底及び管口部)
(5)マンホールの開口部養生
(6)ポンプ引上げ前洗浄
(7)ポンプオイル交換
※定期点検頻度は年1回

脱臭用活性炭入替業務

令和5年度：沈砂池・管理棟、水処理棟
令和6年度：汚泥処理棟
令和7年度：沈砂池・管理棟、水処理棟
令和8年度：汚泥処理棟
令和9年度：沈砂池・管理棟、水処理棟
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（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題～財務状況【カネ】～

◯ 本町では、令和2年度に、中長期的な経営の投資・財源計画を示した経営戦略（計画期間：令
和3年度から令和12年度）を策定しています（※令和7年度改定中）。

◯ 経営基盤の強化策の具体的な取組として、下水道使用料改定を掲げています。

◯ 令和12年度までに、約200円/m3（税抜）への料金改定を行うことで維持管理費における経費回
収率100%を目指します。

資料：令和6年度吉田町公共下水道事業経営戦略策定業務委託（検討中）
※令和7年度は決算見込みが未確定のため省略

料金改定 料金改定

料金改定
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（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題～現状分析結果と課題のまとめ～

出典：令和６年度下水道分野におけるウォーターPPP 等の案件形成に向けた方策検討業務（その2）

表 現状分析表（1/5）

大項目 中項目 確認すべき事項 確認結果 想定される主な課題

事業規模
人口・
処理水量

⚫ 人口及び処理水量はいつのタイ
ミングで、どの程度減少する想
定か？

⚫ 令和4年度の行政区域内人口は
2.9万人であるが、20年後には
87%程度となる見通し

人口減少に伴う処理水量・
使用料金収入の減少

⚫ 今後接続促進、未普及解消など
はどの程度必要か？

⚫ 未普及解消事業については令和7
年度末までに完了予定

⚫ 処理水量は施設能力と比較して
どの程度乖離するか？

⚫ 処理水量（流入水量）は、処理
能力の78%（令和3年度）

人員・体制
（人）

職員数・
技術者数

⚫ 職員数は足りているか？
⚫ 下水道業務を担当する職員は、

下水道業務部門3名、下水道業務
部門3名の計6名

今後施設の老朽化に伴う改築工
事が増加する場合の工事担当職
員の不足

⚫ 特定の年代に職員が偏っていな
いか？ ⚫ 工事を担当できる職員は20代1名、

30代2名、40代1名の計4名
⚫ 技術職員は確保できているか？

⚫ 定期的な職員の採用ができてい
るか？

⚫ 吉田町全体の状況を踏まえると、
職員の増員を見込ことは難しい
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（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題～現状分析結果と課題のまとめ～

出典：令和６年度下水道分野におけるウォーターPPP 等の案件形成に向けた方策検討業務（その2）

表 現状分析表（2/5）

大項目 中項目 確認すべき事項 確認結果 想定される主な課題

人員・体制
（人）

委託状況

⚫ 職員が直営で実施している業務
範囲、民間委託を実施している
業務は何か、関与企業はどこ
か？

⚫ 吉田浄化センター･マンホールポ
ンプの維持管理業務をクボタ環
境エンジニアリング(株)へ委託
（5年契約）

⚫ 管路については、現在は状態が
良く修繕は直営 維持管理業務は仕様発注のため、

民間事業者の業務効率性に課題
⚫ 今後、民間へ任せることのでき

る業務があるか？
⚫ 維持管理については、現在の民

間委託で対応出来ている

現状の民間委託で課題があるか（よ
り一層の創意工夫が必要な委託、
等）？

⚫ 維持管理業務は仕様発注にて委
託
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（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題～現状分析結果と課題のまとめ～

出典：令和６年度下水道分野におけるウォーターPPP 等の案件形成に向けた方策検討業務（その2）

表 現状分析表（3/5）

大項目 中項目 確認すべき事項 確認結果 想定される主な課題

資産
（モノ）

各施設の劣化
及び投資状況

⚫ 現状必要な投資ができている
か？

⚫ 管路については耐用年数50年を
超過している管路はなく、健全
な状態を維持している

⚫ 処理場については老朽化が進み、
修繕が増えてきている状態

処理場は供用開始30年が経過し
設備の劣化が進んでおり、今後
10年をかけて大掛かりな改築工
事が予定されており、発注手続
きに係る町職員の負担増加

⚫ 今後、工事量が増加するか？

⚫ 処理場：ストックマネジメント
計画（第二期）において、汚泥
処理設備工事や電気設備工事の
等が予定されている

⚫ 管路：未普及解消事業が令和8年
度までに完了予定。点検・調査
の実施計画が策定されている

事故発生状況・
施設の課題

⚫ 老朽化が進んでいる施設は何
か？

⚫ 処理場は供用開始30年が経過し
設備の劣化が進んでいる

処理場は老朽化により、今後も
修繕は増加傾向となると予想

修繕実施のタイミングとストッ
クマネジメント計画変更のタイ
ミングの不一致の発生

⚫ 日常運転管理における課題はあ
るか？

⚫ 処理場維持管理業務の報告書に
おける故障報告は、令和3年度：
2件、令和4年度：4件、令和5年
度：13件と年と増加傾向にある
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（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題～現状分析結果と課題のまとめ～

出典：令和６年度下水道分野におけるウォーターPPP 等の案件形成に向けた方策検討業務（その2）

表 現状分析表（4/5）

大項目 中項目 確認すべき事項 確認結果 想定される主な課題

財務
（カネ）

財務
収益性

⚫ 財務の収益性は現状問題ない
か？

⚫ 令和5年度の経費回収率は約50% 今後の料金改定により経費回収
率は100%以上となり、維持管理
費においては基準外の繰入金を
必要としない健全な財務体質な
る見通し

長期的には人口減少により使用
料収入は減少傾向となると想定

⚫ 今後10年で収益性が悪化する
か？

⚫ 令和6・9・12年度に料金改定を
実施し、経費回収率は100%以上
となる見通し

財務
安全性

⚫ 資産・負債の状況が健全か？

⚫ 流動比率は20%～30％台で推移し
ており、流動負債である企業債
償還は毎年度一般会計からの繰
入金で賄っている 今後継続される改築事業につい

ては、ストックマネジメント計
画に基づく計画な実施により支
出の平準化を図る必要

⚫ 繰入金への過度な依存がない
か？

⚫ 経費回収率は100%を下回ってお
り、基準外の繰入金に依存して
いる

⚫ 投資への資金確保ができている
か？

⚫ 経営戦略において、投資・財政
計画が策定されている
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（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題～現状分析結果と課題のまとめ～

出典：令和６年度下水道分野におけるウォーターPPP 等の案件形成に向けた方策検討業務（その2）

表 現状分析表（5/5）

大項目 中項目 確認すべき事項 確認結果 想定される主な課題

その他

⚫ 他分野における利益
⚫ 処理場余剰地における太陽光発

電の実施

経済産業省のエネルギー構造高
度化・転換理解促進事業費補助
金の活用による実施

⚫ 広域化検討の内容及び進捗状況
⚫ 下水処理場でのし尿浄化槽汚泥

の共同処理

下水道区域縮小に伴い下水処理
場への流入量減少が想定される
ことによる、し尿浄化槽汚泥の
共同処理

ウォーターPPPを含む
官民連携手法による課題解決

※現時点でウォーターPPP事業への
影響はない
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説明会の内容

（１）吉田町公共下水道事業の概要

（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題

（３）ウォーターPPPの概要

（４）これまでのウォーターPPP導入検討の内容

（５）現時点での事業スキーム（案）

（６）アンケート調査
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（３）ウォーターPPPの概要～PPPとウォーターPPP～

◯官民連携事業（PPP：Public Private Partnership）：

官民が連携して公共サービスを提供すること。

◯ウォーターPPP：

水道・下水道事業におけるPPPの手法の一つ ※国から示された新しい仕組み（令和5年6月）

管理

点検

修繕

管理・点検・修繕・改築
まとめて委託

官民連携

・民間事業者の業務裁量
・民間事業者の創意工夫
・効率的な維持管理

個別に委託

改築

上下水道課

上下水道課

ウォーターPPP

【官民連携】【これまでの民間委託】
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（３）ウォーターPPPの概要～レベル4とレベル3.5～

https://www8.cao.go.jp/pfi/actionplan/pdf/water_gaiyou.pdf
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（３）ウォーターPPPの概要～レベル3.5における更新実施型と更新支援型～

https://www8.cao.go.jp/pfi/actionplan/pdf/water_gaiyou.pdf
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（３）ウォーターPPPの概要～レベル3.5における4要件～

https://www8.cao.go.jp/pfi/actionplan/pdf/water_gaiyou.pdf
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説明会の内容

（１）吉田町公共下水道事業の概要

（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題

（３）ウォーターPPPの概要

（４）これまでのウォーターPPP導入検討の内容

（５）現時点での事業スキーム（案）

（６）アンケート調査
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（４）これまでのウォーターPPP導入検討の内容

◯想定される課題を踏まえると、本町でウォーターPPPを導入する場合の事業スキー
ム・範囲（案）として、次のようなことが考えられます。

◆処理場は工事を含む更新実施型、管路は更新支援型のウォーターPPPを導入

◆維持管理に加え、更新計画案の作成や更新実施を含めた民間委託を行い、施設や管
路の実態を踏まえた更新計画案を作成することで、計画と必要な工事･修繕の実施
時期との乖離の防止が期待されます。

◆可能な限り、性能発注を導入することで民間事業者の業務効率向上を実現します。

【事業スキーム・範囲（案）】

◯現長期継続契約に含まれていない、①管路施設の点検・清掃・補修業務、②浄化セ
ンターの修繕・補修、③改築・更新も業務範囲とすることも含め、次の2つの事業
手法を整理しています。

案①：ウォーターPPP（レベル3.5）更新実施型（処理場）＋更新支援型（管路）

案②：ウォーターPPP（レベル3.5）更新実施型（処理場のみ）

【事業スキームの絞り込み】
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（４）これまでのウォーターPPP導入検討の内容

表 事業スキームごとの業務範囲・効果・留意点

出典：令和６年度下水道分野におけるウォーターPPP 等の案件形成に向けた方策検討業務（その2）
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説明会の内容

（１）吉田町公共下水道事業の概要

（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題

（３）ウォーターPPPの概要

（４）これまでのウォーターPPP導入検討の内容

（５）現時点での事業スキーム（案）

（６）アンケート調査



26

（５）現時点での事業スキーム（案）

表 現時点での事業スキーム（案）

◯現時点では、施設・管路との一体発注による効率化や工事発注手続きに係る町職員
の負担軽減など、最も導入効果が見込まれると想定される次の事業スキーム（案）
を想定しています。

対象
範囲

施設

管路

• 公共下水道区域内の全施設（処理場1箇所、MP6箇所）を対象

• 公共下水道区域内の全管路施設を対象

業務
範囲

施設

管路

• 運転管理、保守点検、水質試験、事務業務等の維持管理、
処理場(設備)の更新・改築、更新計画案作成の実施

• 点検調査、清掃、道路陥没等応急対応、修繕対応等
の維持管理、管路の更新計画案作成の実施（※更新・改築は除く）

処理区

業務範囲

対象範囲

維
持
管
理

修
繕

計
画
案
作
成

施設

：ウォーターPPPの対象範囲 ：従来発注

吉田処理区

更
新

維
持
管
理

修
繕

計
画
案
作
成

管路

更
新

出典：令和６年度下水道分野におけるウォーターPPP 等の案件形成に向けた方策検討業務（その2）
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説明会の内容

（１）吉田町公共下水道事業の概要

（２）吉田町公共下水道事業の現状と課題

（３）ウォーターPPPの概要

（４）これまでのウォーターPPP導入検討の内容

（５）現時点での事業スキーム（案）

（６）アンケート調査
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（６）アンケート調査

◯アンケート調査では、主に次の内容を把握することを目的としています。

①本町のウォーターPPP導入に対する貴社の参入意向の確認

②民間企業から見た望ましい事業方式、対象施設、対象業務

③今後の導入検討を進める上での課題 など

【目的】

◯令和7年10月8日（水）までに、回答記入後、エクセルファイルをメールに添付し、
次のメールアドレスに送付していただきますようお願いいたします。

◯送信先：gesui@town.yoshida.shizuoka.jp

吉田町上下水道課 担当者 成岡・安本

◯メール件名を「【●●社】ウォーターPPPアンケート回答」としてください。

◯エクセルファイル名を「【●●社】ウォーターPPPアンケート.xlsx」としてくださ
い。

【提出方法など】

mailto:gesui@town.yoshida.shizuoka.jp
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（６）アンケート調査

◯本調査は事業者の皆様のウォーターPPPに対する参入意向や事業スキーム（案）に
関するご意見等の把握を目的として実施するもので、今後の本町下水道事業におけ
るウォーターPPPの導入を含め、いかなる発注、計画策定等が行われることを保証
するものではありません。

◯本調査への参加実績が、今後の事業者公募等の参加条件及び評価の対象となること
はありません。

◯本調査後に別途アンケート調査を実施しますので、可能な限りご協力をお願いしま
す。なお、アンケート調査での記載内容は何ら法的拘束力を持つものではありませ
ん。あくまで記入時点でのご意見として承ります。

◯個人または法人が特定されない形で、アンケート調査結果を公表する予定です。

◯必要に応じて、個別対話等の実施も想定していますので、その場合は可能な限りご
協力をお願いいたします。

◯本調査への参加及び書類作成等に要する費用は、参加事業者の負担となります。

【アンケート調査を含めた本調査における留意事項】
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ご清聴ありがとうございました。

ご質問のある方は、よろしくお願いいたします。


